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催
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叀
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催
叏
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叉
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双
指
示
厹
厒
厾
叏
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叉
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双
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叀
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叐
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叏
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厮
又
厯
厼

午
後
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時
30
分
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熊
本

空
港
双
到
着
厹
厒
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後
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厭
只
叏
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幹
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会
又
状
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叏
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協
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厒
厾
叏
後
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用
地

区
叏
分
団
長
叉
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双
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1
時
過
厰
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又
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戒
又
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叟
厹
叀
厓

厑

厘
桜
可
見
召
会
厙
叐
大
変

心
双
残
召
素
晴
只
厹
厦
経
験

又
厹
叀
厮
厒
堅
志
田
地
区
可

叐
厺
叢
叉
去
召
一
連
叏
町
内

各
地
叏
不
審
火
叐
心
配
口
厹

叟
厹
叀
厹
厒
大
変
友
日
程
又

終
わ
叄
叀
会
又
厹
叀
厓

防　

人

内
閣
総
理
大
臣
主
催
の
「
桜
を

見
る
会
」
が
12
日
午
前
、
東
京

新
宿
の
御
苑
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
に
昨
年
7
月
の
美

里
町
豪
雨
災
害
時
に
救
出
活

動
、
復
旧
活
動
に
尽
力
さ
れ
た

美
里
町
消
防
団
を
代
表
し
、
大

原
明
和
団
長
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

美
里
町
消
防
団
長　
　
　

　
　
　

大
原　

明
和

増田総務大臣と記念撮影

 うき消防の動き 2008.051

4 月 20 日　下益城郡消防操法大会 ( 優勝した城南町消防団六田班 )
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城
南
町
六
田
班
2
連
覇
！

第
2
回
下
益
城
郡
消
防
操
法
大
会

4
月
20
日(
日)
、
美
里
町
役
場
中
央
庁
舎
前
に
お
い
て
下
益
城
郡
内
消
防

団
の
代
表
に
よ
る
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会
は
一
昨
年
度
か
ら
開

催
さ
れ
て
お
り
今
回
が
2
回
目
の
開
催
と
な
る
。
前
田
勝
大
会
会
長
挨
拶
等

開
会
行
事
の
後
、
競
技
が
開
始
さ
れ
た
。
出
場
チ
ー
ム
は
地
元
の
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
各
上
位
2
チ
ー
ム
で
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
あ
っ
た
。
審

査
の
結
果
、
優
勝
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
が
城
南
町
消
防
団
第
4
分
団
第

１
班(

六
田)

、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
は
美
里
町
消
防
団
第
1
分
団
第
1
部

第
1
班(

畝
野)

で
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
の
六
田
班
は
昨
年
に
続
い
て

の
優
勝
で
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。
両
班
は
、
8
月
に
阿
蘇
市
で
開
催
さ
れ
る

第
27
回
熊
本
県
消
防
操
法
大
会
に
下
益
城
郡
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

大 会 結 果
小型ポンプ操法の部
優　勝 城南町消防団第 4分団第 1班 六田

準優勝 美里町消防団第 7分団第 2部第 1班 払川

3　位 城南町消防団第 4分団第 3班 才木

ポンプ車操法の部
優　勝 美里町消防団第 1分団第 1部第 1班 畝野

優勝した城南町六田班

熊
本
県
消
防
職
員

　
　
　

意
見
発
表
会

4
月
18
日(

金)

、
葦
北
郡
津
奈
木
町
「
つ

な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
県
下
13

消
防
本
部
か
ら
14
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

た
。
当
本
部
か
ら
山
口
太
一
副
士
長
が
出
場

し
、「
10
年
で
思
う
こ
と
」
と
題
し
、「
採
用

後
10
年
を
迎
え
、
家
族
も
出
来
た
が
毎
日
の

業
務
に
漫
然
と
向
か
っ
て
い
な
い
か
、
今
一

度
初
心
に
帰
り
、
地
域
愛
と
仕
事
に
誇
り
と

自
信
を
持
て
る
職
員
を
目
指
し
た
い
。」
と

熱
弁
し
た
。
審
査
の
結
果
、
残
念
な
が
ら
入

賞
で
あ
っ
た
が
、
山
口
副
士
長
の
発
表
は
私

た
ち
職
員
一
人
ひ
と
り
が
今
一
度
振
り
返
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
て
い

る
。
な
お
、
最
優
秀
賞
に
は
「
命
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
」
と
題
し
て
発
表
し
た
山
鹿
植
木
広
域

消
防
本
部
の
米
島
康
平
消
防
士
が
受
賞
し

た
。
本
大
会
の
発
表
者
14
名
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
と
原
稿
は
、
現

在
各
所
属
を

回
覧
中
で
す

の
で
、
消
防

に
か
け
る
熱

い
思
い
の
文

集
を
、
是
非

ご
一
読
く
だ

さ
い
。

発表する山口副士長

４月１５日、三角町波多マリーナにて潜水訓
練を実施しました。
今月は消防２課を中心とした訓練で、安全管
理者に福永三角分署長にお願いし、総員１７
名で訓練しました。今回の訓練課題はフィン
の使い方、環状検索の合図、潜行、浮上要領
などを目的としましたが、スケジュール通り
にはいかず、自分自身戸惑う面が多々あり、
指揮をする者の難しさを改めて実感しまし
た。潜水隊は主に、水中での活動となり非常
に危険を伴うので、安全管理、バディの連携、
技術の向上に励み、今後も訓練を重ねて行き
たいと思います。

潜水訓練を終えて
南消防署消防 2 課救助係
　参　事　奥村　国博

環状検索の訓練を実

施中の隊員達



選手宣誓 ( 松本消防士 )
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平成 20 年度宇城広域消防本部救助技術大会特集

5
月
1
日(

木)

、
田
口
信
夫
宇
城
広

域
連
合
長
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
開
催
さ

れ
た
。

連
合
長
特
別
点
検
の
後
、
北
消
防
署

消
防
２
課　

松
本
信
孝
消
防
士
が
元

気
良
く
選
手
宣
誓
し
、
早
速
競
技
が

開
始
さ
れ
た
。

本
年
度
の
大
会
は
個
人
1
種
目
5
名
、

団
体
4
種
目
延
べ
40
名
が
、
来
る
5

月
30
日
に
熊
本
県
消
防
学
校
で
開
催

さ
れ
る
第
34
回
熊
本
県
消
防
救
助
技

術
大
会
を
目
指
し
、
熱
い
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
。

田口広域連合長特別点検

引揚救助 ( 田中班 )

引揚救助 ( 木村班 )

ほふく救出 ( 阿川班 )

ほふく救出 ( 藤本班 ) ほふく救出 ( 竹村班 )ほふく救出 ( 松本班 ) 梯子登はん ( 中村消防士 )

梯子登はん(中川消防士)

梯子登はん(福嶋副士長)

梯子登はん(藤村消防士)梯子登はん(林田消防士)

ブリッジ救出 ( 岩本班 )

ブリッジ救出 ( 大嶌班 )

ブリッジ救出 ( 畠舎班 )

県大会出場選手
競 技 種 目 出場選手

は し ご 登 は ん

福嶋　祐貴
林田　　塁
中村　奏喜
藤村　聖司

ロープ応用登はん 堀 　 班

ほ ふ く 救 出

藤 本 班
竹 村 班
阿 川 班
松 本 班

ロープブリッジ救出
中 川 班
畠 舎 班

引 揚 救 助
木 村 班
田 中 班

ロープ応用登はん ( 堀班 )失敗した（らしい？）
吉川副士長

ブリッジ救出 ( 中川班 )

※
画
像
が
必
要
な
方
は
担
当
ま
で(

デ
ー
タ
の
み)



私
が
宇
城
広
域
消
防
本
部
に
採
用
さ
れ
て
１
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
現
在
、
熊
本
県
消
防
学
校
初
任
科
生
と
し
て
半
年
間
の
研

修
中
で
す
。
消
防
学
校
で
は
、
県
下
13
消
防
本
部
す
べ
て
か
ら

83
名
（
内
女
性
消
防
職
員
３
名
含
む
）
が
入
校
し
て
お
り
、
消

防
職
員
と
し
て
の
基
礎
的
な
座
学
や
訓
練
な
ど
を
学
ん
で
い
ま

す
。

消
防
職
員
に
な
る
た
め
に
は
、
絶
対
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
き
な
壁
の
消
防
学
校
。
皆
、
寮
に
入
り
、
座
学
で
は
法

律
や
危
険
物
な
ど
数
多
く
の
事
を
学
び
知
識
を
身
に
つ
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
実
科
訓
練
で
は
訓
練
礼
式
や
消
防
活
動

基
本
訓
練
と
し
て
ホ
ー
ス
取
扱
方
法
、
救
助
訓
練
と
し
て
ロ
ー

プ
結
索
方
法
な
ど
基

礎
的
な
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
体
力
や

忍
耐
力
を
つ
け
る
こ

と
が
一
番
必
要
な
の

で
、
サ
ー
キ
ッ
ト
訓

練
や
毎
週
の
5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
走
、
俵
山

踏
破
訓
練
、
17
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
走
破
訓

練
な
ど
、
私
は
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
互
い

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
乗
り
越
え
て
い
ま
す
。

こ
の
先
、
気
温
が
ど
ん
ど
ん
高
く
な
り
、
そ
の
中
で
の
訓
練
は

過
酷
で
す
が
、
実
際
の
現
場
は
も
っ
と
も
っ
と
厳
し
い
状
況
だ

と
い
う
こ
と
、
一
番
辛
い
の
は
助
け
を
求
め
て
来
る
人
で
あ
る

こ
と
を
常
に
思
い
、
し
っ
か
り
自
分
を
鍛
錬
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
も
う
1
ヶ
月
経
過
し
ま
し
た
。
あ
と
5
ヶ
月
し
た

ら
住
民
の
方
々
と
直
接
関
わ
り
ま
す
。
地
域
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
1
日
1
日
を
大
切
に
し
て
、
今
よ
り
も
1
ま
わ
り

2
ま
わ
り
以
上
た
く
ま
し
い
背
中
を
作
れ
る
よ
う
精
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

百
時
是
消
防

(

ひ
ゃ
く
じ
こ
れ
し
ょ
う
ぼ
う)

全
て
の
こ
と
は

消
防
に
通
じ
る

　５月の予定
日 曜 行　事 場　所 時　間
1 木 宇城救助技術大会 南消防署 09:00 ～
8 木 全国消防長会九州支部総会 大分市 9日まで
9 金 九州地区消防職員意見発表会 大分市 10:00 ～

12 月 熊本県危険物安全協会総会 熊本市 15:30 ～

14 水 熊本県消防救助技術大会第 2回審査員会議 熊本県消防学校 10:00 ～

20 火 宇城広域連合運営会議 宇城広域連合 13:30 ～ 15:30
21 水 所属長会議 消防本部 09:00 ～ 12:00
22 木 宇城広域連合人権研修 南消防署 09:30 ～ 11:30

28 水 宇城幼少年婦人防火委員会代議員会 消防本部 10:00 ～ 12:00

30 金 熊本県消防救助技術大会 熊本県消防学校 10:00 ～

　６月の予定
日 曜 行　事 場　所 時　間
3 火 宇城地方防災連絡会議 宇城総合庁舎 13:30 ～
5 木 全国消防長会総会 東京ビッグサイト 6日まで
5 木 婦人防火教室 南消防署 09:00 ～
11 水 危険物施設訓練 大阪製鐵（株） 10:00 ～
12 木 シルバー防火教室 南消防署 09:00 ～
17 火 宇城広域連合運営会議 宇城広域連合 10:00 ～
20 金 熊本県救助技術大会（水上） 玉名市 10:20 ～
20 金 所属長会議 消防本部 09:00 ～
25 水 幼稚園・保育園指導者防火教室 南消防署 09:00 ～

災害統計  

火　災 救　急 救　助

H20. 4.30 現在 17 2,139 43

昨 年 同 期 15 2,135 21

増 減 数 +2 +4 +22

　ハンセン病について思う（ その２）

思い愛（あい）

4
月
30
日
は
日
本
全
国
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
に
長
蛇
の
列
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
は
ガ
ソ
リ
ン
税
や
自
動
車

重
量
税
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
道
路
特

定
財
源
」
が
3
月
末
で
失
効
し
、
一

度
安
く
な
っ
た
石
油
価
格
が
、
租
税

特
別
措
置
法
改
正
案
を
含
む
歳
入
関

連
5
法
案
の
衆
議
院
再
可
決
に
よ
り
、

5
月
1
日
か
ら
復
活
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
で
、
総
務
省
消
防
庁
は
、

給
油
取
扱
所
等
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン

等
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
の
買
い
だ
め
に
関

す
る
防
火
安
全
上
の
注
意
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。「
化
石
燃
料
」
は
今
か
ら

お
よ
そ
40
億
年
前
、
人
類
が
生
ま
れ

る
遥
か
以
前
の
動
植
物
性
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
の
堆
積
に
よ
り
出
来
た
も
の
で

す
。
私
た
ち
の
生
活
は
石
油
製
品
と

切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
石
油
製
品
が
も
た
ら
す

便
利
さ
は
地
球
温
暖
化
を
加
速
さ
せ

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
原
油

価
格
は
オ
イ
ル
マ
ネ
ー
や
消
費
国
の

増
加
に
よ
り
高
騰
を
続
け
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
平
均
し
て
年
間20,000km

前
後
走
り
ま
す
が
、
燃
費
が6km

/l

と
し
て
一
年
間
に3,300l

程
度
の
燃

料
を
必
要
と
し
ま
す
。
今
後
更
に
原

油
価
格
の
高
騰
が
続
け
ば
、
予
算
の

中
で
燃
料
費
が
占
め
る
割
合
も
当
然

に
大
き
く
な
り
、
更
に
厳
し
い
予
算

運
営
と
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
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美里分署　堀　貴喜　副士長

　絢
あやは

葉ちゃん　平成 20年 4月 27 日生

お誕生おめでとう！

「らい予防法」は平成８年にようやく廃止されましたが、

長期間療養所に入所されていた方々が社会に戻り、社会

の活動に参加することを努力されている際、平成１５年

１１月、県内で発生したホテル宿泊拒否事件では、逆に

被害者である園入居者などに多くの中傷する手紙などが

寄せられた事実がありました。ハンセン病に対する理解

不足と偏見、差別の根深さを痛感させられた事件ではな

いでしょうか。ハンセン病のことを正しく理解して偏見

や差別をなくして、正しい知識を広めることが、私たち

のできることではないでしょうか。また、園入居者の痛

みや差別を受けられた体験を聞いてみませんか。（平成

１３年６月、国会で長年にわたりとられてきたハンセン

病患者に対する隔離政策を深く反省し謝罪する決議がな

されました。）

初 

任 

科 

便 

り

消
防
士
　

野
尻
　

み
か


